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	【最終版】見附分校パンフレット (1).pdfから挿入したしおり
	見附分校開校のコンセプト
	当校では、生徒の夢と希望をかなえるために一人一人の進路に対応したカリキュラムを設定します。また、同年代の高校生とも交流しながら学びを深めていくことができる新たな知的特別支援学校です。
	★「学びのコース制」の導入
	・一人一人の教育的ニーズ、希望する進路に応じた学習を実施できるよう「学びのコース制」
	を導入します。
	・「スタディチャレンジ（進学）コース」と「ジョブチャレンジ（就労）コース」の２つのコ
	ースを導入します。
	★ 見附高等学校・見附地域との連携
	・学校行事や生徒会行事などで、高等学校の生徒との交流を推進します。
	・地域資源を活用した校外学習、職場実習等を通して、地域の方々と触れ合いながら学ぶ教育
	活動を展開します。
	１年生では、全員が共通の学びの中で生活力、基礎学力を身に付けながら進路の方向性を探っ
	ていきます。２年生後期からコースに分かれて、３年生ではさらに個々の進路実現に向けた専門
	的な学習や体験を積み重ねていきます。
	■スタディチャレンジ（進学）コース
	専門学校への進学を目指す生徒に国語と数学を中心に、教科学習や学校設定科目を生徒の実態
	に応じて実施し、基礎学力を身に付けていきます。
	■ジョブチャレンジ（就労）コース
	就労を目指す生徒に就労を見据えた職業観や技能の定着、資格の取得を目指すコースです。
	個別のカリキュラム
	・進学希望校受験に向けた教科学習
	・福祉、農業、家政、清掃、ビジネスの中から進
	学希望校と関係のある体験学習を１つ実施
	就職を見据えたカリキュラム
	・生活の基本となる国語、数学等の基礎学習
	・ファッション系、介護系、サービス系等の中か
	ら２つに絞り、職業教育教育を実施
	② 見附高等学校・見附地域との連携
	■見附高等学校の生徒会と合同で活動したり、学校行事で交流したりしながら共に学び合う活動
	を実施していきます。
	■地域資源を活用した教育活動を年間指導計画に位置付け、地域の方々との触れ合いを通して学
	ぶ機会を設定していきます。


